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平成22年度高齢者虐待対応状況について

平成23年8月

大阪市 健康福祉局 高齢福祉課



大阪市における高齢者虐待の状況　（平成２２年度　対応状況）

１　相談・通報対応件数

２　相談・通報者（重複あり）

合　計

・以下、虐待と判断した件数の内訳（３～９）
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Ⅰ　養護者による高齢者虐待の現状について
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　相談・通報件数、は21年度より15.8%増加、そのうち虐待と判断した件数は21年度より10.6％増加してい
る。その要因は高齢者虐待防止の啓発活動により、通報しなければならないという市民の意識が高くなった
ことが考えられる。

　相談・通報者としては、「介護支援専門員・介護保険事業所職員」が271件(47.4％)と最も多く、次
いで「警察」84件(14.7％)、「被虐待者本人」46件(7.9％)、「家族・親族」が44件(7.5％)の順と
なっている。
　「介護支援専門員・介護保険事業所職員」は地域包括支援センターへ、「被虐待者本人」「家族・
親族」「警察」は区保健福祉センターへ通報する件数が多いという傾向がある。
　過去と比較しても、通報者の傾向に大きな変化はない。

・平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日の間に新たに受理した事例（虐待への対応状況につ
いては、平成２２年度以前に受理した事例を含む）
・相談・通報受理機関は、最初に通報等を受けた機関

別添１



３　虐待の内容（重複あり）

４　被虐待者の性別

５　被虐待者の年齢

６　被虐待者の要介護度
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　虐待と判断した件数について、虐待の内容をみると、「身体的虐待」が216件(39.8％)と最も多く、以下、「心理
的虐待」138件(25.4％)、「経済的虐待」112件(20.6％)、「介護・世話の放棄、放任」76件(14.0％)、「性的虐待」1
件（0.2％）となっている。
　21年度と比較すると、ネグレクトと性的虐待が減少しているが、「身体的虐待」「心理的虐待」「経済的虐待」は増加して
いる。

　被虐待者の性別では、女性が312人(80.8％)と男性の約4倍になっている。
　年々男性の割合が増加している。

　年齢別では、「70～79歳」が150人(38.9％)、ついで「80～89歳」が161人（41.7％）となっている。これまでに比べ、
「80～89歳」が「70～79歳」より増加している。

　要介護度別では、「未申請・申請中」が75人(19.4％)と最も多くなっているが、認定済み者のうち
では、「要介護3」51人(16.0％)、「要介護2」60人(15.5％)、「要介護4」が53人（13.7％）、「要
介護1」が51人(13.2％)となっている。
　21年度との比較では、被虐待者の要介護度について、「要介護２・３・４」の人が増加している。
また、未申請の人が増加傾向にある。

・夫婦等への虐待を1件としているため、件数と人数の合計は一致しません。



７　男女別介護保険認定済みの者の認知症日常生活自立度　（22年度）

８　虐待者（重複あり）

９　生活保護受給者
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　虐待者は「息子」が173人(44.5％)と最も多く、次いで「娘」73人(18.8％)、「夫」72人(18.5％)の
順となっている。2１年度との比較では「娘」と「夫」の順位が入れ替わっている。

　 認定済み者305人のうち、7割近いの207人が認知症の日常生活自立度Ⅱ以上である。
　21年度と比較して、認知症のある人が増加傾向にある。

虐待と判断された事例の１２．８％が生活保護受給者である。



１０　虐待への対応状況

312件

14件

44件

2件

302件

65件

29件

74件

35件 29件

22件

10件

108件

47件

20年度

189件

47件

10件

21件

0件

63件

7件

38件

48件

35件

3件

20件

297件

19件

8件

０件

233件

０件

20件

9件

63件

0件 2件0件

38件

1件

54件

56件

107件 31件

45件

109件

71件

104件

19件

20件

55件

0件

14件

21年度

165件

22件

6件

22年度

196件

60件53件

34件

25件

8件

32件

50件46件

29件

18年度

132件

34件

31件

7件

34件

7件

148件

19年度

24件

9件

35件

23件

349件

41件

０件

36件

22件

27件

45件

1.虐待者との分離　（最初に行った対応）

見守り（観察のみ）

契約による介護保険サービスの利用　　

ケアプラン見直し

介護保険以外のサービスや資源の活用

緊急一時保護事業・DV保護センター活用

養護者支援

立入調査の実施
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介護技術等の情報提供等

やむを得ない事由等による措置(養護老人ホーム措置含む）

　合　計

その他

2.分離していない対応状況（重複あり）

医療機関への入院　

介護保険サービスの利用開始

うち、面会の制限を行った事例

うち、やむを得ない事由によるサービス措置

　高齢者虐待に対する対応については、22年度中に虐待対応した469件中、196件が養護者（虐待者）
との分離を行なっている。分離の内容は、最初にとった対応としては、「契約による介護保険サービ
スの利用」が60件と最も多く、次いで「医療機関への入院」が50件となっている。「やむを得ない措
置(養護老人ホームへの措置含む)」は25件となっている。
　養護者との分離をしていない対応状況については、「養護者支援」が108件と最も多く、次いで、
「ケアプラン見直し」が63件となっている。
　分離をおこなった対応が20年度189件→21年度165件と減少したが、22年度は196件と増加に転じて
いる。
　立入調査については21年度と同じく2件あった。



１１　区別状況　（平成22年度）
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Ⅱ　養介護施設従事者等による高齢者虐待の現状について

１　相談・通報対応件数

２　相談・通報者

３　事実確認状況

４　事実確認を行った事例の養介護施設・事業所の種別
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その他

国民健康保険団体連合会

デイサービス

2件

0件

介護療養型医療施設

事実確認を行なった事例

0件

0件

19年度

14件

8件

1件

1件

0件

0件

0件

1件

0件

1件

1件

0件

1件 0件

1件

1件

4件

5件

17件

21年度 22年度

20件

5件

1件

2件

1件

3件

1件

0件

1件

1件

0件

2件

1件

5件

0件

　21年度との比較では、23件→29件と通報件数は増加している

※　20、21年度は同一施設に対して、複数の通報があっため、「相談･通報対応件数」より「相談・通報者」の件数が多い。

別添２


